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○ 配布物
・週報No.25、26　・第３回定例親睦会の案内
・第３回会長杯ゴルフコンペの案内
○ 報告　　
・ローターアクト募金活動について
・国際ロータリー第5000地区財団よりマウイ火災救済基金の
　 お礼状について
・国際ロータリー2730地区池ノ上ガバナーより能登半島地震 
　 への支援について
○ 告知
・ローターアクト年次大会について　
・職業奉仕賞副賞について　・第４回会長杯ゴルフコンペ日 
　 程変更について
・東京OB会について　・第４回クラブ協議会について
○ 池ノ上ガバナーの動き
  １月19日鹿児島市内合同例会　岩切崇徳、黒木勇人幹事
  １月20日ガバナー指名委員会　佐藤地区幹事
 ２月17日諮問委員会、次期地区セミナー佐藤地区幹事、長友
　幹事随行
○ 例会終了後の臨時理事役員会の開催の案内

昨年１２月23日に中野医院開業60周年記念ゴルフ
コンペと祝賀会をいたしました。
人数の関係で宮崎ロータリークラブ関係では岡本会
長以下、羽田野元会長、安藤さん、寺坂さんの４名に
ご参加いただきました。大変ありがとうございまし
た。ゴルフでは安藤さんが2位、祝賀会では岡本会長
がロータリークラブと中野医院のかかわりについて
お話いただきました。おかげ様で、中野医院は先代、
かつ、元宮崎ロータリークラブ会長の中野ひらく
から私がつなぎ、60年となりました。記念のハッピー
をさせていただきます。ありがとうございました。

中野　俊二 会員
（中野医院　元宮崎ロータリークラブ会長）

ハッピー ボックス

２月４日に、サルマンジャーで語りの公演をします。
今回は、古事記。
国生みから、神武東征まで、「この神の子供がこの
神で、その孫が・・・」という神々の家系図がつなが
る物語構成になっています。
古事記の世界は、面白いです。ぜひお越しください。
昼の部は、完売となりましたが、夜の部は、まだ空い
ております。終演が、７時20分ですので、お食事に
お出かけになる前に、いかがでしょうか。
メンバーのひとりは、倍会員のお嬢さんです。
チケットは、私、薗田が持っておりますので、お声掛
けください。

薗田　潤子 会員

ハッピー ボックス

第3414回 2024年 1月30日（火）

第3415回 2024年 2月6日（火）

第3413回 2024年 1月23日（火）
前回の例会記録

今回の例会予定

次回の例会予定

会員数（名誉会員2名を除く）
例会出席会員数
同上出席率

105名
73名

70.19％

出席状況報告

＊誕生日祝・結婚記念日祝(親睦委員会)

 【ゲスト卓話】
宮崎市観光協会　常務理事兼事務局長
　　　　　　　　　　　　長田　将明　様
「スポーツランド宮崎の進化について」

 【新会員卓話】
NHK宮崎放送局
 局長 原　淳　会員
（株）SYSKEN
 宮崎支店長 本田　久士 会員

 【「持ち味」を知る・学ぶ委員会】 
　　大園　　匡　委員長 

幹事報告

Miyazak i Rota ry C lub

　宮崎市観光協会　常務理事　事務局長の長田将明と申します。
本日はよろしくお願いします。
　今回は私どもの取り組みを知っていただく大変貴重な機会をいた
だきありがとうございます。
　多くの屋外スポーツ競技は１２月から１月となりますと、オフシーズン
にはいります。この期間に宮崎では、温暖な気候のイメージを活かし
て、プロ野球・Ｊリーグ・プロゴルファーなどがスポーツキャンプを実施さ
れ「スポーツランド宮崎」として県内外にアピールをしております。
　キャンプとなると試合とは異なり、プロの選手達の練習する姿を身
近に見たり触れたりする機会があることから多くのファン・サポーター・
関係者が本市に滞在するきっかけができます。今年も宮崎市内にお
いては、主に、プロ野球は１月から選手の自主トレーニング、２月にはＮ
ＰＢ球団では読売巨人軍・福岡ソフトバンクホークス・オリックスバファ
ローズの３球団がキャンプを行い、韓国ＫＢＯからは斗山ベアーズが
キャンプを行います。10月には今年で２１回目となるみやざきフェニック
ス・リーグも開催される予定です。Ｊリーグにおいても１月は個人の自主
トレーニングからはじまりサンフレッチェ広島や鹿島アントラーズなど１
２チームのキャンプ、また、プロゴルファーにおいては、多くの男子・女子
のプロゴルファーが合宿を行います。プロゴルファーの合宿について
は、選手個人で宮崎市の情報発信をいただければ、宿泊補助金を
出しております。昨年度は１月から３月上旬で３６名の方の練習拠点と
して滞在いただきました。
　その他、ラグビー日本代表、スピードスケート選手やアマチュア野球、
実業団陸上チーム等が合宿を行います。

　今回は、プロ野球・Ｊリーグの約２０年前からの変化・進化について
お話しをさせていただきます。まず、プロ野球のキャンプについてです。
　２月の宮崎市では、先程申し上げた3球団に、県内では、日南市で
広島東洋カープ、埼玉西武ライオンズの２球団の１軍選手がキャンプ
を行います。
　日本全国でも１つの市で３つのチームがキャンプを行う市はありま
せん。
　まず、キャンプを実施するチームは宿泊の直接的な経済効果があ
り、それぞれのチームに連動したマスコミさんや関係者による長期滞
在に加えて、それぞれのチームのファンの見学による観光誘客があり
ます。
　日本全国的に、閑散期と言われる2月に毎年、約1ヶ月間の滞在と
なりますので、各チームと地元とがそれぞれ、しっかり連携し協調して
いけば充分地域への経済効果を見出すことができます。
　特に人気チームとなるとマスコミや関係者の方も数百人規模と多く
なります。期間中の集客に３０万人を超えるお客様を動員される球団
もあります。
　２０数年前のキャンプ地での滞在時間は短いものでした。
　例えば、読売巨人軍の長嶋監督さんのユニホーム姿をみたら満足
されて帰られるなど、そのシーンや選手をみたら帰られるという方が
多く滞在時間も30分くらいのものでした。ただし、テレビや新聞・雑誌
では多くとりあげられましたのでキャンプ地宮崎というイメージはつき
ました。
　因みに、読売巨人軍は今年で球団創設９０年の節目の年で、本市
でのキャンプは１９５９年から行っており、今年で６６回目となります。こ
の６６年間一度も宮崎市に足を運ばなかった年はありません。これま
で、宮崎でのキャンプ実績としましては、１９７４年２月まで宮崎県営球
場でキャンプを行い、その後は現在の宮崎県総合運動公園で行って
おります。２０１１年の２月中旬から１軍は那覇市でキャンプを行ってい
ます。ジャイアンツさんにおかれましては、宮崎キャンプ６０回目の節目
の年には、読売巨人軍主催でジャイアンツ対ホークスのＯＢ戦を本
市で開催いただき、長嶋さん、王さん、金田さんなどが参加され、ホー
クスは野村さん、秋山さんなど往年のスター選手を宮崎に呼ばれ、
キャンプ地宮崎に歴史を刻んでいただきました。
　そして、２００３年の秋から、当時の福岡ダイエーホークスが宮崎市

ゲスト卓話

　　　　　　　　　　　　長田　将明 様
宮崎市観光協会　常務理事兼事務局長

「スポーツランド宮崎の
　　　　　進化について」

会長の時間

会長挨拶

 岡本　俊則 会長　

　皆様こんにちは、先週の新年家族懇親会を終えようやくなんとなく一
段落したような気持ちになりました。昨年、７月の知事・市長等の訪問か
ら始まり、山形・奈良への地区大会への参加要請訪問、１０月の地区大
会、翌月のガバナー公式訪問例会、OB交流会、また山形への御礼訪
問、そして１２月の青島太平洋マラソンと大きな行事が目白押しでありま
した。他にもほぼ週末に開催をされます、２７３０地区の各種行事への
参加など、会長就任後は正に怒濤の半年でした。あとは残すところ半年
を切りましたがまだまだ行事は多数残っております。メインは３月５日に
執り行われます第６１回の職業奉仕賞贈呈式ですがこの例会は100％
出席例会となっておりますので皆様方には早めのスケジュール調整をお
願いしたいと思います。それに伴い来週の例会前に選考委員会による
選考があり候補者を確定する予定となっております。もちろん他にもまだ
まだ皆様のご協力及び参加が必要な事業が多数控えておりますので
引き続き変わらぬご理解ご協力をお願い致します。
　さて今日からは、数週間にわたり私の趣味の話をさせて頂こうと思い
ます。こないだのフラメンコの時に司会の河野さんから少しご紹介があ
りましたが、あの時伴奏をしていたギター奏者は柳田裕輔さんと言うプ
ロのギタリストで私の師匠でもあります。もうおわかりでしょうが私の一番
の趣味は音楽、特にギター演奏であります。きっかけは小学６年の時に

思と」！いいこっか「、て見をのるいてい弾をータギがこといの上年つ一
い自分も弾きたい無理矢理いとこに頼み込んで教わり始めました。中一
になりどうしても“マイギター”が欲しくて母親を泣き落としフォークギターを
ゲット！それからはひたすら練習に励みました。とにかく暇さえあればギ
ターを握っていたと思います。同時に仲の良い友達と二人でフォーク
デュオを結成し陽水やアリスのコピーに没頭しました。中二になるとメン
バーを一人増員し、かぐや姫や当時の流行曲“いちご白書をもう一度”
等に手を伸ばしていきました。ところが、各々の音楽性の違いで夏休み
明けにはそのユニットはすんなりと解散。“本当にバンドあるある”ですが
その後はみごとにこのメンバーとは疎遠（特に仲が悪くなった訳ではな
いけど）になってしまいました。その直後、私は洋楽へのあこがれが “ドン
ドン” 強くなりビートルズに傾倒をしていきます。新たな気の合う仲間と出
会いバンド結成へと突き進んでいきます。これから先はそれまでのフォー
クとは全く違う世界が広がっていきました。　

　今日は時間の都合でここまでの話とさせて頂きます。
　ここで中学一年で初めて買ってもらったフォークギターの紹介
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本年度（2023～2024）宮崎ロータリークラブの目標 ＜会　　　長＞
＜副　会　長＞
＜幹　　　事＞
＜会報委員会＞

■例会日／毎週火曜日（12：30～13：30）
■例会場／宮崎観光ホテル（☎27-1212）

■事務局　宮崎市宮田町13番8号（田崎ビル）  TEL：24-4872　FAX：22-0288
URL：https://miyazaki-rc2730.jp　E-mail:m-rotary@miyazaki-rc2730.jp

❶国際ロータリー第2730地区　地区大会をホストクラブとして開催
❷池ノ上克ガバナーの活動支援
❸青島太平洋マラソン３キロの部　復活開催
❹会員数１００名以上の堅持と女性会員の増強
❺例会出席率９０％以上の確保
❻ロータリー財団寄付一人あたり１００ドル以上
❼米山奨学会寄付一人あたり１０，０００円以上

岡本　俊則
薗田　潤子
薗田　有美
福松修一郎第2730地区

宮崎ロータリークラブ
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グローバル補助金　留学奨学生レポート

財団委員会よりご報告いたします。
「グローバル補助金」を活用したイギリスへの奨学生「別当了香
さん」からレポートが届きましたので、概要をご報告いたします。

●11月　サセックス大学に通う中、現地で
の「ボランティア活動」にも参加し、ホーム
レスの方々への支援として、「古着集め」の
活動を実施。※右の写真活動写真　→
大量のコートや古着が集まり、終了後は
「心がスッキリした」との感想。
●同じく11月　授業レポートも迫る中、住
居の転居も重なり、メンタルダメージも
あったが、現地受入れロータリーのポール
さんへ、転居の車とお手伝いをして頂い
た。

●12月中旬には、大学も授業が一旦終了、学友とのクリス
マスパーティー（右
の写真）や、年末に
は、お母さんと弟が
イギリスを訪ね、ロ
ンドンとブライトン
の町並みを案内し、
一緒に過ごせた。
●1月末より、春の
学期授業が再開予
定。森林破壊やごみ問題・CO2等の規制や、ワクチン開発・
人のゲノム編集について、倫理的な視点・文化人類学的な視
点からの考察を行うコースを選択。具体的に学べることが
楽しみ。
引続き頑張ります！との現地レポートを送ってくれました。

ロータリー財団委員長　平嶋　孝次

　スポーツランド宮崎としての取り組みについては、日本全国的に、閑
散期と言われる2月に毎年、人気チームが約1ヶ月間滞在しますので、
地域への経済効果に大きく寄与することができると考えております。こ
のようにチームの受入ができるのも、これまで先輩方が汗をかきなが
ら、施設整備をされ、誘致に尽力し継続的な受け入れ体制をつくりあ

げてきたからこそで
あり、感謝しておりま
す。
　近年は、選手の
練習環境を整えて
チーム強化を図るこ
とは当然ですが、滞
在中のエンターテイ
メント性を高め、来
場者をどう楽しませ
るのかという点にも

力を入れられるチームも多くあることから、受入側も工夫しスポーツ
キャンプビジネスとしての推進を図り、稼ぐ力をつけて、チームについて
いかないといけないという状況もあります。
まだまだ、これからも進化してまいりますので、ご指導・ご支援の程よろ
しくお願いします。

最後に、
・今年のプロ野球・Ｊリーグのキャンプスケジュールを用意させていただ
きました、期間中は是非、会場に足を運んでいただきたいと思います。
・今年は、宮崎市政１００周年ということで、宮崎市も様 な々企画を計
画されていますが、プロ野球関連では、５月１１日（土）にホークス対オ
リックスの公式戦が開催されます。公式戦では初となる宮崎市でキャン
プを行うチーム同士の決戦です。こちらも、多くの皆様に会場に足を運
んでいただき、当日は大いに盛り上がればと考えております。

引き続きよろしくお願いいたします。

力を入れられるチームも多くあることから、受入側も工夫しスポーツ
キャンプビジネスとしての推進を図り、稼ぐ力をつけて、チームについて
いかないといけないという状況もあります。
まだまだ、これからも進化してまいりますので、ご指導・ご支援の程よろ
しくお願いします。

最後に、
・今年のプロ野球・Ｊリーグのキャンプスケジュールを用意させていただ
きました、期間中は是非、会場に足を運んでいただきたいと思います。
・今年は、宮崎市政１００周年ということで、宮崎市も様 な々企画を計
画されていますが、プロ野球関連では、５月１１日（土）にホークス対オ
リックスの公式戦が開催されます。公式戦では初となる宮崎市でキャン
プを行うチーム同士の決戦です。こちらも、多くの皆様に会場に足を運
んでいただき、当日は大いに盛り上がればと考えております。

引き続きよろしくお願いいたします。
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生目の杜運動公園でキャンプをスタートしました。当時は、現在、ホー
クスの会長でいらっしゃいます、王貞治さんが監督で、読売巨人軍の
ＯＢで滞在されていたことあり、宮崎の街や人もご存じでしたし、全国
区の読売巨人軍と同じ市でキャンプを行うということで知名度もあが

の」一界世せざめ「、りなとスクーホクンバトフソ岡福、は在現。たしまり
スローガンのもと、ファイト九州プロジェクトなどホークスを通して九州を
明るく元気にする取り組みを積極的におこなっています。
　今年で、２１回目のキャンプとなりますが、１１月の秋季キャンプと２月
の春季キャンプと、例年2カ月間本市で滞在されています。近年は、４
軍までの選手を保有されていて、選手数も世界一多いことから、宮崎
市だけでは練習場所が不足しており若手選手は２軍本拠地の筑後
市でもキャンプを行っています。
　次に、オリックス・バファローズについてです。
　２０１５年２月から本市でキャンプを行っており、今年の春季キャン
プで１０回目となります。宮崎市でキャンプをはじめたころは、パリーグ
でも下位でシーズンを終えることが多かったのですが、ここ数年リー
グ３連覇しており、人気選手も多くでてきましたので、関西からのお客
様も増えてきております。
　秋季キャンプは高知市で行っていますが、２月の春季キャンプは宮
崎市にて、選手全員１・２軍合同で行います。宮崎市でキャンプが行
いはじめる、２０１４年秋に宮崎カーフェリーが大阪南港から神戸港に
変更されたことや関西国際空港からLCCのpeachが就航したという
事もあり誘客がしやすくなりました。毎年、キャンプへの応援ツアーな
ど企画されています。リーグ3連覇中でもあることから、今年はこれまで
以上の集客を期待しています。ツアーの中で特に動員が多いツアー
は、福岡のテレビ局とタイアップしたバスでの宿泊ツアーでして１回で
最低５００人を送客いただきます。今年はコロナ後リアル開催が復活
ということで、こちらも楽しみにしています。
　オリックス・バファローズについては、今回、キャンプ１０周年を記念し
て、清武支所隣にあります、宮崎市交流プラザきよたけ「四季の夢」の
外観をオリックスカラーに塗装します。こちらは、バファローズタウン清武
プロジェクトとして、クラウドファンディングで支援を募り、目標金額を達
成しましたので、現在、鋭意、装飾中で２月１日にお披露目の予定です。
　このように、３球団をお迎えしますが、年に１度は本拠地である東
京・大阪・福岡を訪問し、宮崎市からの訪問団やキャンペーンを行
い、キャンプの継続開催のアピールとプロモーションを行っています。こ
の取り組みはホークスのキャンプが決まってから毎年、行っています。
　２０年前とチームの歓迎で大きく変わったのは、パレードの実施で
す。宮崎市ではセリーグ、パリーグの３球団がキャンプを行いますので、
日本一にならないと歓迎パレードの提案が出来ないというのが特徴
としてあります。昨年オリックス・バファローズがリーグ優勝を果たしまし
たが、開催はしません。はじめて実施したのは、２０１０年のキャンプイ
ン前のジャイアンツです。以降、ホークス６回、オリックス１回実施してい
ます。歓迎パレードをはじめたころは、チーム側も優勝は前年の話し
で、キャンプイン前はこれから新体制の中でシーズンがスタートしムー
ドも違う、寒い中に選手に負担もかけたくないとのことから、本市での
パレードの開催に消極的でしたが、日本一にならないと宮崎市では
実施できないから貴重であると継続して伝えていくと、現在は理解さ
れスムーズに開催できるようになりました。
　皆様には、キャンプを実施するだけでも物心両面で協力をいただく
のですが、パレードの開催にあたっても多くの皆様のお力添えで開催
できております。この場をお借りして御礼申し上げます。
　キャンプ期間の２月中盤以降となると実戦形式の練習をおこない
ます。
宮崎市で長く滞在してもらう為の取り組みとして、オープン戦の興行権
を宮崎市観光協会で購入し主催試合としての開催や、２０１３年から
は、沖縄でキャンプを行うチームを誘致して「球春みやざきベースボー
ルゲームズ」と称して宮崎側で対戦カードを作成し練習試合を企画す
るなど、１日でも滞在日数を伸ばす取り組みをおこなっています。
　宮崎県は沖縄県と比べるとプロ野球1軍のキャンプを行うチームが
少ない状況にあります。日本のＮＰＢ球団は12球団あり基本は、その
チーム同士で試合を行いますが、２月のこの期間は韓国ＫＢＯのプロ
野球チームとの試合でも対戦が可能であることから韓国からも誘致し
ています。
　近年は、沖縄県の球場や室内練習場や宿泊施設がより充実して
いることから、本県は、年々練習試合を行うチーム数を確保するのが
難しくなっています。
　一度、チームがキャンプ地から離れてしまうと、また、来てもらうように
なるのは、大変な苦労が必要となります。
　そのような中、昨日、都城市と千葉ロッテマリーンズさんで記者発表
されキャンプを行うことが決定しました。このようなニュースが出たこと

で、全県下でプロ野球チームを受け入れていく体制が構築できていく
ことに大変嬉しく思います。
　冒頭、以前はキャンプ地での滞在時間が短いとご説明しましたが、
現在は、キャンプ地で賑わいを創出し滞在時間を伸ばし宿泊に繋が
るよう工夫に努めています。ホークスのキャンプ地ではじめたのは、ま
ずは、行政にルールを緩和いただき、市内の店舗に出店いただく環
境をつくりました。当初は、６店舗からスタートしましたが、現在は２０店
舗以上の飲食店に出店いただいています。２００４年のはじめた当初
からすると、現在は大きく売り上げを伸ばしております。その他、来場者
の満足度を高めるために、ＯＢ選手や各チームのキャラクター、各媒
体等と連携した企画などを行いキャンプ地の盛り上げに努めていま
す。また、宮崎県は、温泉のイメージが弱いので、キャンプ地に地元の
温泉を使用した足湯を設け、来場者へアピールしています。この取り組
みは、2月の寒さをしのいでもらう一助にもなっています。この入浴チ
ケットを球団オリジナルデザインタオル付きで旅行商品への特典として
も販売しており、人気となっています。
　その他、環境への配慮として会場でのゴミの分別、再利用、分煙、
グリーン電力の使用など、現在はＳＤＧｓといって持続的な社会を実
現するための、当然の活動となっていますが、こちらを１７年前から取
り組んでいます。野球の練習見学だけでなく様 な々分野で受入環境
を整え、来場者への満足度を高めているところです。
　このような取り組みを市内の3球団のキャンプ地でそれぞれ行い、
宮崎の観光素材にもふれてもらい、来場者の滞在時間や滞在日数を
伸ばす取り組みとしています。
　このように毎年継続的にプロ野球チームを受入の取り組みが評価
され、宮崎市で侍ジャパンの合宿が行われています。昨年の合宿は２
００９年のイチロー選手が出場した以来の盛り上がりでＷＢＣ（ワール
ドベースボールクラシック）の大会では１４年ぶりに世界一となりました。
この大会は、初めて開催された２００６年のキャンプ地は福岡市で、以
降の２００９年、２０１３年、２０１７年、２０２２年と毎回、宮崎市で実施
されています。また、昨年は、１１月にアジアプロ野球チャンピオンシップ
の日本代表事前合宿も開催されました。今年は11月に世界の上位１
２か国１２チームの世界一決定戦「第3回ＷＢＳＣプレミア１２」の開催
が予定されていますので、こちらの事前合宿が行われれば日本代表
を誘致できればと考えております。また、ワールドベースボールクラシック
（ＷＢＣ）の次回開催予定は２０２６年と言われていますので、開催さ
れれば、こちらも本市でキャンプを開催いただけるように誘致に取り
組んでいければと思います。
　昨年の侍ジャパンの受け入れ体制としましては、宮崎県総合運動
公園内の来場者に対し事前に入場整理券・駐車券を販売するなど
初めての取り組みを行いました。課題としましては、球場施設の老朽
化に加え、全国から連日数万人がお越しになられるのですが、宮崎
空港駅ではＩＣで入場できますが、ＪＲ日南線の（木花駅等）ＩＣ対応
ができずに駅に到着後に切符を買いなおさないといけないなど、最
低限のインフラ整備ができていない状況もあります。
　プロ野球のキャンプとなると、練習施設の充実はもちろんですが、
毎年継続してキャンプを実施することになるとそれぞれの球団から
様 な々リクエストがあります。そこに対して、ひとつひとつ丁寧に答えて
いき信頼関係を構築していかなくてはなりません。球場施設は年々古
くなっていく中で、行政の管理コストはかかります。プロ野球のキャンプ
地の誘致合戦による地域間競争は年々激しくなっておりますので、粘
り強く交渉し、継続して開催してもらえるように取り組んでいます。
　次に、Ｊリーグですが、昨年３０周年を迎えました。本市で最初にＪ
リーグクラブとしてのキャンプをされたのは２９年前の横浜マリノスで
す。今年は旧オーシャンドーム跡地に、アミノバイタルトレーニングセン
ター宮崎が開業し、市内では８施設となり、１２クラブの受入れをおこ
ないます。県内では１５クラブが訪れます。当協会の対応としましては、
宿泊やグランドの調整から、歓迎セレモニーなど受入全般を行ってお
ります。チームの宿泊だけで約6,600泊が経済効果としてあります。この
ようにして、長年多くのＪリーグチームがキャンプに訪れており、期間中
には約４５試合もの練習試合が開催されていますが、これまで、集客
を目的とするイベントやサービスは行っていませんでした。Ｊリーグの
チームは1月の中旬からキャンプをスタートするチームもあることから、
宿泊閑散期対策の一助として、今年からあらたに「Ｊリーグ宮崎キャン
プサッカーフェスティバル」と称して試合観戦しやすい環境を整え、サッ
カー教室などの参加型イベントやサポーターとの交流の場を設け、
チームグッズや飲食販売行い賑わいを創出し、集客を図ります。このよ
うな取り組みを行うことで、Ｊリーグが2026年から2027年にかけての
シーズンからリーグ戦を秋からの開催と移行する際に宮崎市は柔軟
に受け入れ態勢を構築できると、各チームにアピールしていきたいと
考えております。


